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２０２３年１０月２３日（月） 
愛知県教育委員会あいちの学び推進課 
教育改革グループ 
担当 平野、袴田 
内線 ３８９０、３８９１ 
ダイヤルイン ０５２－９５４－７４２９ 

 

新しいタイプの定時制・通信制高校「フレキシブルハイスクール」 

及び県立夜間中学の概要について 
 
愛知県教育委員会では、2023 年１月に、不登校経験者や外国にルーツをもつ方な

ど多様な学習ニーズをもつ方々に対応する新しいタイプの定時制・通信制高校及び

夜間中学を設置することを決定し、これまで具体化に向けて教育関係者による検討

を進めてきました。 
この度、新しいタイプの定時制・通信制高校と県立夜間中学の概要を下記のとお

りとりまとめましたので、お知らせします。 
記 

１ 新しいタイプの定時制・通信制高校「フレキシブルハイスクール」について 

（１）設置のねらい 

 不登校経験者など多様な学習ニーズをもつ生徒にとって学びやすい高校として、

全日制・昼間定時制・通信制の３課程を一つの学校内に置き、３課程間をフレキ

シブルに行き来して学べる新しいタイプの高校を設置する。 
 

（２）設置校・学科・募集人員 

設置校 学科・募集人員（１学年） 
全日制 昼間定時制 通信制 

県立佐屋高等学校（愛西市） 農業科 
家庭科 

各学校 

普通科 

20 人 

各学校 

普通科 

40 人程度 

県立武豊高等学校（知多郡武豊町） 普通科 

県立豊野
ゆたかの

高等学校（豊田市） 普通科 

県立御津
み と

あおば高等学校（豊川市） 普通科 

 

（３）開設時期 

  2025 年４月 
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通信制のスクーリング 昼間定時制の授業 全日 全日制の授業

（４）特徴 

・既存の全日制課程を、興味や関心に合わせて自由に科目を選択し、自分のペー

スで学ぶことができる「単位制」に改編。 
・小規模の昼間定時制課程と通信制課程を新たに併置。 
・通信制課程のスクーリング※を原則平日に実施。 
・スクーリングのない日にも登校し、教員への質問や自習が可能。 
・他の課程に「転籍」し、同じ学校で学び続けることが可能。 
・「併修」制度により、在籍する課程とは異なる課程の科目を履修し、単位を取

得することが可能。 

※スクーリング 

  登校して教員から直接レポートの指導や実技指導、講義を受けること。 

 

（５）学習のイメージ 

通信制に入学した生徒が、「併修」制度を活用して大学進学を目指す場合 

１年目 

通信制に入学 

・週に１日登校してスクーリングを受けます。 

・スクーリングのない日は、自分のペースでレポー

ト課題に取り組みます。 

・スクーリングのない日にも登校して、レポート課

題についての質問や自習をします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

２年目 

「併修」により昼間定時制の科目を受講 

・登校することに慣れてきたので、通信制のスクー

リングに加えて、昼間定時制の科目を併修しま

す。 

・昼間定時制の生徒と交流し、人間関係や視野が広

がります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

３年目 

全日制の科目も「併修」により受講 

・大学進学に備えて、全日制の授業も併修します。 

・空き時間には、通信制のレポート課題や予習に取

り組みます。 

・毎日登校して、３年間で卒業します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

※通信制のスクーリングの曜日や時間割の設定は、学校ごとに異なります。 

※４年間で卒業することもできます。 
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２ 県立夜間中学について 

（１）設置のねらい 

 日本語指導が必要な外国にルーツをもつ方や不登校などの理由により中学校に

十分に通えなかった方に対する日本語の基礎指導や義務教育段階の学び直しに対

応する夜間中学を設置する。なお、夜間定時制高校には、外国にルーツをもつ生

徒が多く通っており、夜間の時間帯の学校運営の実績があることから、夜間中学

は夜間定時制を置く高校に設置する。 
 

（２）開校時期・中学校名・設置校 

開校時期 中学校名 設置校 
2025 年４月 県立とよはし中学校 県立豊橋工科高等学校（豊橋市） 

2026 年４月 

県立とよた中学校 県立豊田西高等学校（豊田市） 
県立こまき中学校 県立小牧高等学校（小牧市） 
県立いちのみや中学校 県立一宮高等学校（一宮市） 

 

（３）対象生徒 

県内に住所または勤務地があり、義務教育の年齢（満 15 歳）を超えた人で、

次のいずれかに該当する人。 
・日本または海外で義務教育を修了していない人。 
・不登校など様々な事情によって十分な教育を受けられないまま中学校を卒業 
 した人。 

※外国籍の人も入学可能。 
※住所に関わらず、どの学校も選択可能。 
※不登校の中学生は、在籍する中学校に籍を置いたまま「学びの場」として

通うことが可能。授業は、他の夜間中学の生徒と一緒に受ける。 
 

（４）生徒数 

   各中学校各学年１学級 10 人程度（定員なし） 

 

（５）授業等 

  ・昼間の中学校と同様、原則３年間学ぶ。 

※学習状況等に応じて、短縮することや最長６年まで延長することができる。 

 

・１日の授業は、４時限（１時限：40分）。 

夜間中学は、義務教育の年齢を超えている人を対象としていることから、夜間中学特有の取

扱いとして、これまでの学習状況、社会生活や実務経験等により、一定の資質・能力が養われ

ている場合には、教育課程の一部は改めて指導しなくてもよいとされている。 
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・授業時間などの日課は、17時頃から21時頃までの間で、学校ごとに設定。 

 

日課のイメージ（実際の日課は、各学校で異なる。） 

17：00 ～ 17：35 給食等※ 

17：35 ～ 17：45 ホームルーム 

17：45 ～ 18：25 １時間目 

18：35 ～ 19：15 ２時間目 

19：25 ～ 20：05 ３時間目 

20：15 ～ 20：55 ４時間目 

    ※給食を提供。（希望者のみ） 

 

・次のコースの中から一つを選んで１年間学びます。 

ａ．学習状況（習熟度）に応じたコース 

      ａ１．中学校１年生相当のコース（小学校段階の学び直しを含む） 

      ａ２．中学校２年生相当のコース 

ａ３．中学校３年生相当のコース 

ｂ．日本語指導に重点を置いたコース 

      ｂ１．日本語初心者から初級程度のコース 

      ｂ２．日本語初級程度から中級程度のコース 

    ※各教科の学習も行います。 

 

・「若者・外国人未来塾」を運営する団体等、各地域で日本語教室や学習支援を実施

している団体と連携し、始業前等の時間を活用して生徒への学習支援や日本語初

期指導を実施。 

    

学習支援のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

（６）入学までの手続き（県立とよはし中学校（2025 年４月開校）の場合） 

2024 年夏頃 ：入学者説明会・体験入学 

秋～冬頃 :申込・面談（試験は行わない） 

2025 年４月 ：入学 

※年度途中の入学は、個別の相談による。 

参加 参加 

夜間中学 
の生徒 

  定時制 

   の生徒 

(生徒)学習支援 

(外国人生徒)日本語初期指導 

「若者・外国人未来塾」を運営する団体等の日本語

指導者・学習支援員 

支援 

夜間中学 




